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s4第 1章緒 B岡
癒根治手術の要結は早期診断，早期手術以外に何者もない事は自明の理であるが，現在外科
手術の対称となる症例はあまりにもこの理組に遠いものがある。
当教室に於ては癌根治手術の一万法として胃上部の癌で蕗牌等に癒着，侵潤がある場合は，
之等近接臓器を合併切除し，腹腔動脈根部に至るまでのリンバ腺廓清を徹底的に施行する事に
より癌根治を期しているO この際通常行っている手術時の切除範囲は実測により降重量の約 
2/5~3んに当る霊であり時としては障の 4んに及ぶ事すらある O 然るに内分泌器管として及び
外分泌臓器として重要な割目をはたしてし、る際全量の 2/5~3/5を切除する事による人体の影響
は大なるものがあり，勝切糖尿病の発症を見るや，人体消化吸収に障害なきかを究明する事は
当手術術式成立の根拠となり得る。
従来主として行われて来た際切除実験は人工糖尿病作成方法としてミンコフスキ{等 (1889
年)によって始めて使用せられた方法で，捧の全刻を行う場合は確実な糖尿病を発症するが部
分切除を施行した場合は動物個体差もあり実験者によりその切除範囲と発症との関係が一定し
ていなし、。 ミンコブスキ{は 4ん切除でも発症すると説き， アレン等は 5/6の降切除が必要で
あると云っているO 当教室の跨牌合併切除の際施行せられる限度と考えあれる 4/5及び宮んの"
得，
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勝切除に就き，合併切除犬及び陣切除犬を作成し，残荏障の重量の変化及び組織学的変化を追
求した。叉術後死亡せる人体醇牌合併切除，10症例に就き残寄障を組織学的に検索して， 当手
術術式による影響が如何なる結果をもたらすかを追求した。
第 2章動物実験 よりはむしろ塊状を呈するに至る。
第 1節実験動物並びに惇切除方法 1) 2九時切除犬では 1週では平均 104.5mgで正常
時臓の形体は実験動物の種類により麓々相違があ 犬 10例の平均 99.1mgよりやや増加しているにす
る。人体と同様な膝切除形成を取る必要を人体醇形 ぎないが， 3週後には 134.5mg， 5週後には 150.5
体に近い犬を実験に使用した。使用頭数は約 60頭 mgと正常犬の 50%増加を示し， 15週後には 172
で、あったがそのうち検索に使用したのは半数 30頭 mgと約 70%の増加を認めた。(第 1図〉
で、あった。犬の牒臓は逆コの字形を呈し，胃大脅下 第 1図
部に遊離する網膜部，十二指腸に沿う上十二指腸部 残存跨 (J::十二指腸部〕の重量の増加 
及び十二指腸より遊離する下部ウインスロー氏部に 4/5牒切除
分けられる。人体と同様の切除形式をとる為め人体
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障尾部に相当する網膜部を上十二指腸部附着部で切
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量のり5切除を作成し得た。
第 2 節残存勝重量の~化 九qL 13j ll で 3 -後週
第 1項正常犬謄重量及び測定方法
犬牒上十二指腸部は十二指腸に固定され比較的問 
体斐動差が少し、。叉壬/5切除を施行した場合残存す
るのは上十二指腸部のみであるからこの部を基準と
して重量の愛動を検索した。今上十二指腸部の重量
を Gmg，上十二指腸部長さを K，犬の体重を kg
とすれば 
A=G/L/K 
Aは体重 1 kg当りの上十二指腸部単位長さの重
量 (mg)を示す。正常犬 10頭に就いて検索した結
果この値は最大 115mg，最低 90mg，平均 99.1mg 
でほぼ 100mg前後の値をとり，基準とするに足る
結果を得た。
第 2項牒切除犬残存障の重量の愛化
謄切除実験には可及的に 10kg前後の犬を使用 
L，股静脈よりリソグノレ比液の点滴注入を行L、，途
中よりラボナール 0.25"'-'0.3mgを使用しつつ正中
切開で開腹，人体と同様ベアン釦子で塁走膜の破れぬ
程度に徐々に挫波しこの長I=t子を除去しつつ絹糸で 
単純結訟を行う方法で昨切除を施行した。
術後 1適， 3週， 5週， 15週後に再開腹し，跨を
別出し速かに重量を測定した。
以上の方法により重量を測定した 2ふり5跨切除
犬の各 2例の平均は切除範囲及び時間の経過ととも
に増加を示した。醇切除後再開腹で著明な斐化は残
存醇の肥厚であり，障はその厚さを増し葉状と云う
155mg，50%の増加， 5週後 222，15週後には 335 
mgと3倍以上の増加を示した。(第2図〉
第 2図
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3)遠隔時時切除犬の謄重量は 2/5， 415謄切除後 1 
ヶ年飼育後残存障を別出した各 1例に就し、て同様の
検査を施行したが，術後 15週の牒重量とほぼ同様
の重量の増加を認めた。即ち 2/5切除 1年症例 165
mg，4/5切除例 328mgで 15週のものと大差がな
い。故に醇重量の増加はほぼ 15週頃で終るものと
考えられる。
第 3項合併切除犬の謄重量の斐化に就て
胃全刻叉は噴門切除障牌合併切除犬にあっては，
手術侵襲が大で 1週以内の死亡が多く術後 5適， 15 
週の各 1例計 4例に就いて残存揮を検査し得たのみ
であった。
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2/5醇切合併切除犬にあっては 5週後は 118mg 部，網膜部より 2ケ所を採取し各 50mm平方中の
. ラ氏島数を検索した。この結果正常犬陣内ラ氏島の15で正常犬よりやや増加を認める程皮であったが， 
週では 144mgと約 4割の増加を認めた。 分布は犬による国体差は少くないが網膜部に多く，
品h踏切合併切除犬では 5週後， 146 mg，15週後 網膜部よりも十二指腸部，ウインスロー氏部に分布 
203mgで 5週後約 40%，15週後には約 2倍の増加 のないものは 1例もなかった。即ち人体の分布が牒
を示した。(第 3図〉 尾部に多いのと同様犬に於てもラ氏島分布は網膜部 
第 3図 に最も密である。(第 4図〕。平均ウインスロ{氏部
残存跨(上十二指腸部〉の重量の増加 の2倍以上の分布を示してしる。上十二指腸部は 
2/5合併切除例 4/5合併切除例 70--80ケ程度で、比較的恋動が少かったη
Illg 第4図
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合併切除犬にあっては膝切除犬に比して増加が少 150 
いが之は手術侵襲の大なる為回復の遅れる事，叉胃 F 
切除後の滅酸，無酸の影響による栄養吸収不良等が 100 
考えられるが合併切除犬に於ても謄切除犬と同様残
存障に萎縮の傾向なく，重量の増加を来す事が明か 50 A 
となった。
第 2節残存障の組織学的安化
第 1項検査方法
牒切除後すみやかに改安プアジ氏液中に固定を行
った占包埋は通常パラプイシ包埋を使用し，断端附
匙縫合糸の残存するものにツェロィジン包埋を使用 第 3 項跨切除後のラ氏島数の~化
した。染色法としてはヘマトキシリシエオヂニノ染
色，ゴモリー染色，アず二/マロリー染色等を使用し
(合併切除並びに牒切除犬〉。2/5跨切除犬: 手術により網膜部を別出した後 
た。 3週， 5週， 15週に残存障を刻出し，手術時刻出し
ゴモリー染色を行う際，プア y固定を行ったもの た網膜部ラ氏島数の分布と比較した。 3--5適にラ
も，フォルマリシ固定のものと同様薄片してより脱 氏島数の増加が惹起せられる。 5--15週の聞に於けi
バラ後再度プアジ氏液中に 24時間放置，水洗を行 る増加は 3--5週の内に於けるものほど著明には認
ってより 0.3%硫酸過マシガシ酸加旦液中に処理し められなかった。之はり5程度の醇切除では代償の
た。 0:3% 硫酸加過マシガン酸加里液は使用の者l~度 完成が比較的速かに行われている為と考えられる。
新製した。還元には 4%の重亜硫酸ソ{ダを使用し 即ち 5週以後は増加が減少，停止に近づく。
た。グロ{ムヘマトキシリシ染色後，塩酸アルコ{ 
2(5合併切除犬にあっては同様の増加が認められ
ノレ分別後に顕鏡により核染の程度をたしかめた後フ
ロキシン染色に移った方がよし、。フロキシン染色後
たが牒切除犬に比して増加の程度が少なし、。(第 5
燐タシグステン酸ソー〆中でのコントロールが大切 図)0(第 7図〉
である。その為めに燐タシグステシ酸ソ{夕、ーは わり5跨切除犬並びに合併切除犬残存障のラ氏島 
0.5%，0.25%のものを使用し，顕鏡により F細胞に 数に就て，壬/5謄切除症例ではラ氏島数の増加の傾
フロキシンなき程度にまで脱色する事が染色上失敗 向が更に著明であった。 5週後の症例にあっては上
が少し、。ブロキシンは染色後アルコールを通す際に 十二指腸部 50mm平方中ラ氏島数は 173ケ， 165ケ
も脱落する。 と増加し，手術時刻出、した網膜部よりも分布が密と
第 2項正常犬陣内ラ氏島の分布 なる。更に 15週後には 239ケ， 212ケとなり切除時

正常犬5例に就きウインスロー氏部，上十二指腸 網膜の約 2倍に近い分布の増加が認られた。合併切
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第5図 第 6図 
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除犬にあっては跨切除犬よりも増加が少なかったが 
15週後には手術時刻出網膜部の1.5倍の増加が認ら
れた。(第 6図，第 8図〉 して来る。障に謄切除が適当な刺激として作用した
その増加したラ氏島の形体を見るに正常犬のラ氏 結果3週明より既存ラ氏島の肥大のみならず胞心細
島に比し，形が著しく大であり，正常ラ氏島のほぼ 胞の著明な活性化，排世管上皮の増殖が惹起せられ
円形な形であるのに比し，著しく不規則な形体を取 る。之等増殖した細胞は次第に形体を斐じてラ氏島
り周囲腺細胞聞に侵入する像，叉腺細胞を圧迫する となる。叉之等増殖化生細胞群の癒合による新生ラ
像を呈してし、る。この傾向はり5までの切除範囲内 氏島もある。 3週， 5週の標本では胞心細胞は腺腔
にあっては切除範囲の大なるものほど傾向が強く， 内面に著しく増殖を示しているが， 5週標本ではす
叉ラ氏島数の増加も著明であった。 でに腺腔より分離し癒合し不規則な形体のラ氏島と
第 4項残存膳ラ氏島の新生 なっているものもある。 5週標本では之等不規則な
棒切除がり5までであるならば，即ちラ氏島の血 形体を取るラ氏島は比較的小さいが 15週標本では
糖調正能力を極度にうばうものでなければ，ラ氏島 大きく癒合連絡する島となってし、る。新生ラ氏島に
の代償性肥大及び新生が起って来る。このラ氏島の 於ては島周囲の結合織被膜が認られず直接腺細胞，
ー肥大及び新生により動物は糖代謝能力を速ヵヰこ回復 排世管上皮と連絡するものが認られる。新生ラ氏島
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娘細胞1.は形体が著しく不規則であるばかりでなく， 
を圧迫増殖するの像侵潤性に増殖するの像を呈して 
いる。
第 5項残存!車外分担QS細胞の斐化に就て
残存障の重量の増加にラ氏島の肥大増殖の外大き
な要素となっているものに外分泌細胞の肥大及び新
生がある。正常犬の牒外分泌純胞の排列は小葉内に
規則正し〈排列しているが，謄切除後の障外分泌前IJ
胞はチモ{グン頼粒に富み，細胞の肥大が見られ， 
その排列も著しく不規則な形を取る。腺房終末部の
大いさは大小不動で，大きいものは正常の数倍に肥 
大しているのを認めた。この像は標本全部に認られ
ず諸々に混在しているのが特異な点であった。術後
小葉間質は時間の経過とともに増加するがこの間質 
内に腺細胞の新生されつつある像を認めた。この新
生外分泌細胞は極めて小さく，グロマチンに豊んど
細胞で分泌頼粒を有するものと有しないものと 2種
類ある事を認めた。かかる腺細胞の芽胞形成は 5週，
15 週のものに多く認められた。結合織の増殖は 3~
5週に起り特に排世管上皮， 毛細血管周囲の小葉間
に著しし、。この結合織を母地として腺細胞の芽胞形
成増殖が起る。之の再生現象は肺葉切除後に見られ 
る再生現象に類似している。
第 6項 ラ氏島内 αF長I胞比並びに
島内~化に就て
島内 α 細胞の減少，~性に就いては実験糖尿病の
際出現する~化として撞々の記載がある。マーチソ
の分類によれば F 細胞に糖尿病の際，次の様に ~ll生
が起ると云う。第 1期 F細胞の腫脹，原形質内穎粒
の減少を来す。第 2期 F細胞内原形質に空胞を形成
し頼粒全く消失する。原形質，核及び削胞境界は末
だ保持せられる。第 3期 F細胞に斐性が起る。即ち
核及び翻胞膜の破壊が認られる。第 4期戸細胞消失
し通常の染色でほ判然としなし、。 α細胞は未だ認、ら
れるが之もついには認め難くなる。
品/5以内の惇切除ではかかる退行定性を見ず， む
しろ F細胞内の頼粒の増加を認めた。 αF細胞比に
就ては正常犬5例平均 1: 3.02Vこ対し 15週後の 2/5
牒切除例，壬/5謄切除例，合併切除例はし、ずれも 1: 
3前後の値を示し，持別には叉は F細胞の増加を認
なかった。
第 7項遠隔時生存症例に就て
術後 1ヶ年生存せしめた 2/5，4/5牒切除犬にあっ 
では残存障の重量は 15適時切除犬とほぼ同様で前
述の方法で体重 1kg当り蕗単{立長重量は 2/5醇切
除犬 15週後の 172mgに対し， 1ヶ年後 165mg，
4/5謄切犬 15週後の 335mg ~こ対 L1 ヶ年後 328 で
ほぼ同様の結果を得た。組織検杏によりラ氏島新生
しつつある像を認めず， ラ氏島数もほぼ 15週のも
のと等しく，り5切除症例1ヶ年のものの 50mm平
方中ラ氏島数上f二指腸部の数は手術時刻出した網
膜古lsの約 2倍の分布を示した。
第8項第2章総 括
2/5，1/凸牒切除犬， 及び合併切除犬実験の結果次
の事実を認めた。
1)謄切除後残存謄の重量の増加が起る。之は合併
切除，謄切除犬の両者に起り得るが特に牒切除犬に
於ける重量増加は著しし、。
2)ラ氏島数の増加:牒尾担Ijの合併切除又は!陪尾側
切除症例であるからラ氏島の半数以上を切除により
失う事になるが，合併切除，非合併切除例ともにラ
氏島数の増加が惹起せられた。この増加は島の肥大，
増舶のみでなく胞心細胞，排世管上皮よりのラ氏島 
新生の結果による。之は 3週頃より新生が始まり 5 
週前後で最もさかんとなりほぼ 15週前後で完成せ
られる。
3) 外分泌細胞の増殖:外分~臣、細胞の増殖はラ氏島
の新生よりやや時期が遅れ 5週頃より増殖の像が著
明となり結合織の増殖とともに細胞を形成し，結合
織内に増殖の像を認めるに致るム 
4)αF細胞:上記新生ラ氏島に於て αF細胞比は
正常範囲内にあり， s細胞の愛性の事実を認めず。 
415，2/5牒切，合併切除犬に於て残存膝に著明な
代償性肥大を認めた。
第3章人体合併切除、痕例の残存
臆機能及rs組織学的所見
第 1節手術後の牒機能に就て 
/ 
血糖値の斐動:教室藤森等の検査によれば牒牌合
併切除を施行した症例は単純切除よりも血糖値正常
復帰はやや遅れ 1~2 週間で正常値になる。術後血
糖値の増加は症例の 2んが 140mg/dl J;J，、下の軽度の
もので尿糖の排出を見たかった。血清ヂアスタ{ゼ
値も術後1. 5 倍 ~2倍の高値を示すが 1 週間でほぼ
正常値の復帰を認めた。この両者は手術後1過性の 
斐動であり手術侵襲の大なる為めの斐動と忠われ
る。経口的糖二重負荷試験によれば術前に異常血糖
曲線を示したもの 33%，術後退院時(醇切除後 3---
4週間〉では 71%，遠隔時検杏症例 (4ヶ月以降の
もの〉では 31%と術前異常曲線を示したものとほ
ぼ同数で，退院時に糖処理能力の減退を認めるが糖
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尿病曲線を示したものは特殊例以外にはなかった。
之の検査成績は 3--5週は人体に於ても犬に於ても
胞心細胞が活性化し島の増殖途中にある時期で， 
3---4ヶ月後にはほぼ島の増殖が完成せられ糖処理
能力が回復している事実と一致‘しており興味あるも
のがある。
合併切除後血糖値，血清ヂ値，糖二重負荷試験成
績の術前値復帰は比較的早期であるが外分泌機能は
胃全別出，叉は胃切除の影響を受け，類、酸叉は減酸
の結果アルカリ性分泌液の減少も来し，障切除犬に
あっては外分泌細胞の肥大，増殖を認めたが，人体
合併切除剖見例ではむしろ萎縮の傾向を認めたもの
がある。之は人体死亡症例の大部分が非経口栄養，
空腸栄養施行例であった事にも原因すると J思われ
る。生存例遠隔検査成績では 4ヶ月以後も外分泌機
能は次第に回復する。
第 2節合併切除剖見例の残存障
組織学的安化に就て
昭和 30年 3月までに施行せられた合併切除症例
は 113例で，そのうち剖見し得た直接死亡 1例，入
院中死亡 7例，遠隔死亡 2例に就き残存障の断端に
近い部分と手術時切除断端[付近とを比較した。直接
死亡の 1例は穿孔性腹膜炎によるもので残存謄に著
菱を認なかったが術後 16日衰弱死亡例には程度の
胞心細胞の活性化が認められたσ術後 1ヶ月前後の
死亡例は 4例あり，そのうち肺モニリア症による死
亡例には著明な胞心細胞の活性化，島長径の増大が
認られた。共の他3例にも同様の傾向を示していた
が腹部合併症の高度なるものほど反応が弱まってい
た。術後 2ヶ月死亡の 2例はし、づれも腹部合併症が 
あり衰弱高度で死亡した症例であるが，ラ氏島数の
増加，肥大も犬に比し著明な増加が見られなかっ
た。之は栄養失調症に合併症を併発した場合と同様
術後の反応能力の欠損によるものと考えられる。 4
ヶ月死亡の 2例は腸塞閉及び縫合部よりの出血によ
る死亡で、あったが，いづれも島の新生，肥大を見，
胞心細胞は 1ヶ月症例よりも活性度を減じてしる。
之は島の新生がほぼ糖代謝を代償するに足る時期に
平方中のラ氏島数の比較を行った。
手術時 剖見時 
1ヶ月 53.5 60.5 
2 グ 
4 !I 
47.5 
32.。 55.0 76.5 
4ヶ月症例に於て島数の増加を認、めた。死亡症例
はし、づれも高度の合併症の為めに死亡した症例で、正
常の経過を取ったものと比較し得ないが，かかる最
悪条件に於ても術後 4ヶ月生存症例にあってラ氏島
数の増加を実験し得た。更にラ氏島数増加の状態を
検する為めにラ氏島長径の測定を行った。測定個数
は各術前，術後標本より 50ケを検し， Heiberg，村
田氏等の行った如くに 75μ より 50!l-毎に分け 325 !l-
に致る間の分散を示すと第 2図の如くで、あった。術
後 4ヶ月症例，ラ氏島数増加の著明であった症例に
於ては長径も叉増大している事を認めた。 1ヶ月症
例にあっては既有島の肥大を示す長径の増大が認め
られた。(第 9，10，11図〉 
第 9図
ラ氏島長径の変:化
術後 1ヶ月
% 
e---e手術時50 
@ー-e剖見時
40 
30 
10 
50 75 125 175 225 2i5 325 υ 
第 10図
ラ氏島長径の~化
術後 2ヶ月
う4 
40 ...-....手術時
晶、/.，.、‘、.a- @一一・剖見時 達しでいると説明せられる。術後4ヶ月は糖二重負 30ト 1 .、
 
荷試験成績の術前復帰の認められる時期であり島新
生のほぼ完成される時期と一致している。 20ト/
第 3節第3章総 括
人体合併切除症例の跨切除長は最低 6.5cm，最長 
，.~ . 
14cm(剖見例〉で、あった。手術時刻出標本の断端及
び剖見時の断端近くより標本を作成し両者 50mm 50 75 125 175 225 
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人体症例に於ても障の代償性肥大が起りラ氏島の
一 フ  
新生が惹起せられる。之等ラ氏島の新生には Iヶ月
日ペマ 
4
第尉彼
氏羽
R1UH3
前後の日数を必要とする。 1ヶ月前後で胞心細胞の
著明な活性化，既存島の肥大が起るが代償は未だ完
年1.-....手術
レ，
』
図の
安- η
k 
 全なものではなし、。上記新生はほぼ4ヶ月で完成に
・一一@剖見時
近づくものと息われる。外分泌細胞の増殖に就ては
合併症の関係上あまり~化を認め得なかった。
島内 αP細胞比は犬の場合と異り F細胞の増加を
d 認めたが正常範囲内の増加で、あった。
術後4ヶ月までの死亡症例の検討であり，死亡症
例には何等かの致命的合併症が存在する為め動物実 
50 75 125 ]75 225 275 験ほど著明な愛化を認めなかったが動物実験と同一
20 
1.( ~125 
島内 αF細胞比にあっては各例に P細胞の軽度の 傾向を取り少くとも当教室で施行している謄切除範
増加を認たが， s細胞に空胞Z羽生j浮腫等の所見を 囲内では可成の悪条件でも糖尿病の発症を見なかっ
得ず，原形質内頼粒の増加を認め，むしろ機能充進 た。
の状態をうかかし、得た。
第 4章結 論
当教室に於て施行している陣牌合併切除は時として勝の耳ん以上を失う侵襲の大なる手術で
あるが，之は早期診断，平期手術の病根治理想、に遠い現段階に於ける最も確実な胃癌根治手術
の術式であると考えられるO 然るに障の 2ん"，3んを切除する事は人体に与える影響が甚だ大な
るものがあるO 勝切除は実験的糖尿病作成方法として行われて来た方法で、あるだけに特に糖尿
病発症の危険なる事が本手術術式成立のー根拠でなければならなし、。
著者は犬を使用して 2ん降切除犬， • 4/5 H事切除犬， 噴円切除降o*合併切除犬， 胃全刻出陣牌
合併切除犬を作成し， 3週， 5週， 15週に於ける残存障を検索して次の結果を得た。 
1) 際切除後宮15，4/5，隣切除犬，合併切除犬に，いづれも残寄勝重量の増加を認めた。こ
の増加は勝切除量及び時間の経過に比例して増大するのを認めた。 
2) この重量の増加は障の代償性肥大によ・るもので単なる結合織の増殖で、はなし、。之の重量
〆の増加を組織学的に検索して 
i) ラ民島の肥大，新生増殖の著し"、事実を発見した。之は血糖調正作用を速かに復してし、
る作用機序であり，このラ氏島新生は 3週頃より開始せられ 5週に於ては胞心細胞の異常な活
性化よりラ氏島新生せられるのを見た。この胞心細胞，排准管上皮よりのラ民島新生は糖二重
負荷誌験成績の回復する 15週項まで続き， 15週前後に於てほぼ完成し，爾後は特別な変動を
示さない。 
i) 外分泌細胞の増殖は結合織の増殖とともに起り，腺細胞自身の肥大増殖の外に芽胞形成
し新生するの像を認めた。 
ii) α0細胞比は棒切除後犬に於ては術前比と差なく，正常範囲内であり，叉島内。細胞
の退行性変化を認めなかった。合併切除による侵襲の大なる手術でも通常糖尿病を発症する事
はない。
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次に跨牌合併切除後死亡した人体剖見例 10症例に就て更にこの事実を明白にせんと試みた。
術後 1週死亡の 1例では降内ラ氏島に何等変化を認めず，叉胞心細胞の活性化も認められなか
ったが， 術後20日死亡の症例で、は軽度の胞心細胞の活性化の様子が見られた。術後 1ヶ月前
後の死亡例 4例中 3例に著明な胞心細胞の活性化，ラ氏島の肥大，増殖，不規則な形態を取る
島の新生を認め，人体症例にあっても犬と同様5週前後に於てラ民島の新生が惹起せられる事
実を得た。 
2ヶ月前後死亡の 2例にあっては衰弱状態が強く死亡した症例で、あり，前記 1ヶ月症例に比
して著明なラ氏島の増加を認め得なかったが，遠隔時死亡術後 4ヶ月死亡の 2例にはほぼラ氏
島の新生が完全せる如き像，即ち胞心細胞の活性化減弱とともに肥大新生ヲ氏島が多数に荏在
し，新生しつつある像が比較的少い所見を得，臨床上糖二重負荷試験成績の 4ヶ月で旧来に復
帰する事実と一致する所見を得た。
外分泌細胞の増殖代償に就ては犬に於けると異り，非経口栄養症例が剖見例の大部分である
事，胃全易リ出，噴門切除による無酸，減酸による刺戟減退の影響か人体症例に於ては著明な外
分泌細胞の増殖像を認むる事が出来なかった。但し之等症例と異り生存症例に於ては実験犬の
成績と同様次第に跨分泌量の増加を認めているO
ラ氏島内 α8細胞比は犬実験成績よりは α0比の著明な変化は認められず， 人体にあって
は少しく 8細胞の増加が認められた。但し両者共に正常範囲内の変動であった。
人体跨牌合併切除症例に於て， たとえ衰弱死亡せる症例でも残存降ラ氏島内細胞に空胞形
成，水腫変性等の退行性変化を認めず，当教室で行っている範囲の隠尾側合併切除では通常糖
尿病発症の危険なき事を知った。
この事実より著者は当教室で施行している降牌合併切除術式は何等危険なき癌根治手術術式
として推賞するに足る術式よ信ずるO
一 
稿を経るに臨み浅学非才の私を絶えず御指導，御鞭捷下さいましたJ恩師中山教授に厚く感謝致
すと同時に常に御協力を頂し、た鈴木前助教授始め教室員各位に深甚なる謝意を表するものであり
ます。
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徐]1-l:;J犬.J./n 5週胞心細胞の増殖 犬外分泌細胞機能充進チモーゲゾ
頼程の増加 
2 5 
犬 4/5切除 15週二!ヌ氏島の増加 術后4ヶ月人 ラ氏島の融合 コ守リー染色
(島の内面に外分1~臣、品目胞が 1 列に残存している〉 
3 6 
犬外分泌細胞の芽胞形成 術后4ヶ月人 プリモー染色 F細胞頼粒増加
